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2-3. 教材制作状況

現在制作中のデジタル教材につきまして、実証に向けて制作の最終段階となっております。11月下旬から開始となる実証に向け
て順次教材をリリースしていきます。リリースした教材はWebポータルサイト上に載せていきますので、随時ご確認いただける
状況となる予定です。

◆制作部分スケジュール抜粋
・赤枠部分が主に成年向け実証で利用するデジタル教材となります

■デジタル教材の制作状況について
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2-3. 教材制作状況

① 契約の基礎知識、ネット通販での契約成立
② デジタルプラットフォームの仕組み、注意点、トラブルに遭った時の対応
③ ＣtoＣ取引（フリマサイト等）とＢtoＣ取引の違い
④ SNS広告やその他のネット広告（ターゲティング広告等）の仕組みや注意点
⑤ お金の管理（収支予算の算出、多重債務など）
⑥-1 キャッシュレス決済の仕組み（支払いタイミングと信用取引を学ぼう）
⑥-2 キャッシュレス決済の仕組み（キャッシュレス決済の仕組みを理解しよう）
⑦ 成年年齢引き下げに伴って増加が予想されるトラブルについて
⑧ マルチ商法や情報商材、副業サイト等の悪質商法に係るトラブルへの対応
⑨ 定期購入トラブル（健康食品や有料アプリのサブスク等）
⑩ 製品の安全性（通販による海外取引、リコール製品のフリマ出品等）
⑪ 消費生活センターへの相談の仕方
⑫ クーリング・オフ制度、消費者契約法

動画制作本数は全部で12テーマ 13本
うち成年向けは11テーマ 12本(①～③、⑤～⑫）

■動画：制作本数

マーカーは高校生用教材
マーカーは高校生用／成年向け同一教材
マーカーは成年向け教材

テーマ1（若年者層／中高年者共通）→

＜eラーニングで使用する動画＞

テーマ2（若年者層／中高年者共通）→

テーマ3（若年者層） →

テーマ3（中高年者層） →

テーマ4（若年者層／中高年者共通）→

テーマ5（若年者層／中高年者共通）→
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2-3. 教材制作状況

委員の皆様・オブザーバの皆様（消費者庁内への関連部署含む）への照会におけるフィードバック件数の内訳と主な内容は以下の
通りです。頂いたご指摘・ご意見のうち、可能な限り多くの内容を教材に反映できるよう取り組んでいます。

■委員の皆様・オブザーバの皆様から頂いたご指摘・ご意見について（内訳）

照会先 教材種別
フィードバック件数

主な内容
ご指摘 ご意見 その他 計

親会

PPT （13本） 46 106 5 157

・誤字／脱字等に関するもの
販売社 → 販売店 など

・文章の表現／言い回しに関するもの
利息 → 手数料に統一 など

・取り上げる事例／内容に関するもの
エシカル消費について取り上げる など

・教材の展開／流れに関するもの
スライド2と5の順序を入れ替える など

・イラストのイメージに関するもの
動画に分かり易くイラストを追加 など

ワークシート （9本） 31 38 2 71

アプリ （5本） 18 20 4 42

動画
高校生/成年共通（5本） 42 51 6 99

高校生向け（1本） 1 3 0 4

その他 4 14 0 18

合計 142 232 17 391

分科会

eラーニング 若年者層/中高年者層（2本） 4 16 0 20

動画
成年向け（7本）のうち
動画02,05（2本） 18 9 4 31

動画03,07,08,09,10（5本） 66 61 1 128

合計 88 86 5 179

赤枠部分が主に成年向け実証で利用するデジタル教材となります
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3-1. 成年消費者向け研修

実証研修スケジュール
• 教材説明会：11月中旬
• 実証研修期間：11月下旬～12月
• サポート期間：実証研修期間と同期間
• 研修後アンケート：研修実施後～1月

調査実証内容
• 企業の社員が、成年向け消費者教育研修ストーリーに沿って、世代別のテーマをeラーニング研修で受講
• 若年者層向けeラーニング、中高年者層向けeラーニングのうち、自身の世代に合ったeラーニングを受講
• 各社の研修可能時間によって、全テーマまたは任意のテーマを受講

業種 本社所在地 社員数 実証研修対象人数

製造業 大阪府 10万人以上 調整中

金融業、保険業 東京都 1万人以上
※内勤従業員数 調整中

サービス業 徳島県 100-200名 20名

サービス業 徳島県 100-200名 10名程度

実証研修 対象企業
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3-1. 成年消費者向け研修

実証研修 準備期間

実施内容 主体者 現地/オンライン

動作確認
社内ネットワークからWebポータルサイトへの疎通確認を行う 企業研修担当者 現地

端末準備
eラーニング受講用端末が不足している場合、貸与を行うため、必要数の確認 事務局 オンライン

教材説明会
eラーニング教材の使い方を、企業研修担当者様に教材説明会にて説明 事務局 オンライン

研修案内
研修受講者へeラーニング研修の案内を通知 企業研修担当者 現地

サポート資料準備
ポータルサイト上にFAQを準備
eラーニング研修の操作マニュアル（企業担当者向け）を配布

事務局 オンライン
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3-1. 成年消費者向け研修

実証研修 実施期間

実施内容 主体者 現地/オンライン

研修実施
自身の世代のeラーニング研修を受講 研修受講者 現地

ヘルプデスク
実証研修期間中に、デジタル教材の使い方・不明点の問い合わせ窓口を設置
平日9:00〜18:00（祝日や年末年始は除く）において、使用確認や動作確認など
の問合せ対応

事務局 オンライン

実施風景撮影
研修風景撮影（社内での受講、在宅勤務時での受講）

企業研修担当者
研修受講者 現地
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3-1. 成年消費者向け研修

実施内容 主体者 現地/オンライン

アンケート項目、フォーム作成
アンケート項目を作成
アンケート項目をフォーム（MS Forms）に登録

事務局 オンライン

アンケートフォーム展開
作成したフォームを企業研修担当者へ展開、フォームの使い方を説明 事務局 オンライン

研修アンケート実施依頼
研修受講者に研修アンケート実施依頼
フォームのURLをメールで送付

企業研修担当者 現地

研修前アンケート実施
研修前アンケートを実施 ※一部企業 研修受講者 現地

研修後アンケート実施
研修後アンケートを実施 研修受講者 現地

アンケート結果回収
研修前アンケート結果、研修後アンケート結果のデータを収集 事務局 オンライン

インタビューまたは座談会
実証研修後に企業研修担当者へ感想や意見を確認する場を設ける 事務局 オンライン

実証研修 アンケート
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3-2. 一般消費者向け配信

実証配信企業
• 徳島県内ケーブルテレビ事業者1社

実証配信スケジュール
• デジタル教材提供：11月～12月上旬
• 情報配信期間：12月～1月20日
• アンケート：配信開始時期～1月

実証配信コンテンツ
• 成年向け動画12本を中心に、本事業で制作するコンテンツをCATV番組内等で配信

一般消費者向け配信は、徳島県内のケーブルテレビネットワークを介して実施します。
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3-2. 一般消費者向け配信

配信準備期間
実施内容 主体者 現地/オンライン

コンテンツ受渡し
オンラインストレージ等利用し、動画コンテンツを送付 事務局 オンライン

番組制作
啓発用デジタルコンテンツを含んだ番組の制作 CATV担当者 現地

実施内容 主体者 現地/オンライン

配信実施
啓発用デジタルコンテンツを含んだ番組の配信 CATV担当者 現地

放送風景撮影
視聴風景撮影 ※ご協力可能かの確認必要 視聴者 現地

配信期間

配信アンケート
実施内容 主体者 現地/オンライン

アンケート項目、フォーム作成
アンケート項目を作成
アンケート項目をフォーム（MS Forms）に登録
アンケート用QRコードの発行

事務局 オンライン

視聴後アンケート実施
視聴者に視聴後アンケートを実施（視聴者に番組上のQRコードから取得頂く）
専門家にアンケートを実施（アンケートは事務局よりメール送付）

視聴者・専門家 オンライン

アンケート結果受領
アンケート結果を受領、整理 事務局 オンライン
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3-3. 成年向け実証スケジュール
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3-4. 実証環境

対象 物品 確認事項
社内 インターネット環境 外部アクセス可否の確認
研修受講用端末 研修受講用PC、タブレット 社員端末から外部アクセス可否の確認

端末貸与の確認

その他環境
対象 物品 使用場所
事務局 Web会議システム 教材説明会、オンライン支援

PC、タブレット 教材説明会、オンライン支援
マイク 教材説明会、オンライン支援
スピーカー 教材説明会、オンライン支援
Webカメラ 教材説明会、オンライン支援

CATV配信 環境要件
対象 物品 確認事項
一般消費者 ケーブルテレビネットワーク環境 ー

eラーニング研修 環境要件
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4-2. 内容 – アンケート

■実証検証：アンケート
以下の表の通りアンケート・インタビュー・座談会・レポートによる実証検証を実施予定。

実証種別 対象 目的 手法

高等学校

高校生
知識理解度の変容を把握（効果的な内容であったか）
・知識理解度
・ユーザビリティ

アンケート
（Microsoft Forms）

教員
コンテンツに対する意見を集約
・ユーザビリティ
・使い勝手の良さ（授業の組み立てやすさ）

対面インタビュー・座談会
（オンライン会議）

有識者
実証授業についての評価
・授業の様子で気になったこと・意見等
・事務局による客観観察（生徒のレスポンスや操作状況、
つまずきポイント等）含む

現地調査レポート

成年消費者向け
受講者

知識理解度の変容を把握（効果的な内容であったか）
・知識理解度
・ユーザビリティ

アンケート
（Microsoft Forms）

企業担当者 コンテンツに対する意見を集約
・ユーザビリティ

対面インタビュー・座談会
（オンライン会議）

一般消費者向け 消費生活相談員
一般視聴者（任意）

・啓発手法の評価
・CATVの配信におけるコンテンツ内容が適切であったか

視聴後アンケート
（メール・QRコード）

 成年消費者向けの実証予定企業ではGoogleフォームへのアクセスが厳しいため、アンケート手法はMicrosoft Formsを採用。
 対面インタビュー・座談会は、新型コロナウイルス感染症拡大を鑑み、オンライン会議で実施。
 現地調査レポートは、有識者が現地に赴いて実証授業を視察し、レポートを作成。
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4-2. 内容 – アンケート

アンケート構成①
・アンケートはMicrosoft Formsを用いて実施する。
・質問形式は基本ラジオボタン（単一選択）、設問によりチェックボックス（複数選択可）を採用する。
・満足度の調査設問の場合は、「満足、ふつう、不満足」や1～5までの数値で段階的に評価するスケールタイプの形式を用いる。

※アンケート画面イメージ
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4-2. 内容 – アンケート

アンケート構成②
◇知識理解度に関するアンケート

設問内容としては、消費者庁が提供している「社会への扉」の内容を理解し習得出来たかを含む、消費者教育の内容とする。

◇ユーザビリティに関するアンケート
コンテンツ毎に利用者に評価してもらう構成とする。
（動画、授業用教材（パワーポイント資料/ワークシート）、アプリ、eラーニング、Webポータルサイト）
また、教材によってテーマを理解できたか、内容は難しかったか等、理解度と難易度についても回答してもらう。

◇全体を通したアンケート
研修時間の満足度や、属性（企業名、所属、学校名、クラス等）について回答してもらう必要等があれば設問を用意する。

◇システムログ
ポータルサイトの閲覧数、各コンテンツDL数等、ユーザの興味指数の参考値としてシステムログを取得する。

※アンケート項目の詳細については別紙にて設計
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4-2. 内容 – アンケート

インタビュー・座談会
先生/企業担当者を対象に、実証授業/実証研修の終了後、インタビュー・座談会形式でデジタル教材についてアンケートを実

施する。主にユーザビリティの観点で事前に質問内容やテーマを定め、当日対話しながら回答いただく。

（質問内容の例）
・ユーザビリティ（教材の使いやすさについて）

使いやすかったか？
改善して欲しいところはあったか？具体的にはどんなところ？
こんな機能や教材があれば良かったと思うところは？
逆に良かったところは？

・有効性について（知識定着に貢献できる教材であったか）
生徒/社員の反応はどうだったか？
教材の充実度についてどうだったか？過不足等感じたか？
ボリュームは適切だったか？

※質問内容、テーマの詳細については別紙にて設計

CATV情報配信の視聴後アンケート
消費生活相談員等の専門の方を対象に、コンテンツの情報配信をCATVにて配信後、視聴後アンケートとして実施予定。
設問内容としては、主にインタビュー・座談会で設計した動画コンテンツに関する内容を流用する。
一般消費者への任意アンケートは、主に高校生向けアンケートで設計した動画コンテンツに関する内容を流用する。

※アンケート項目の詳細については別紙にて設計
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4-3. 実証検証スケジュール






